
    

 

 

 

 

     

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

    

 

 
  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより みんなの森合小 

～ 自分でチャレンジ みんなとチャレンジ 最後まで～ 

NO.１７ 
令和４年 １ 月 １１日    

発行者  

森合小学校長 渡邉かほる 

２０２２年。新年が明け，「寅年」となりました。３学期の始まりです。３学期は， 

１年の中で一番短いのですが，「今の学年のまとめ」と「次の学年への準備」をする大

切な学期となります。子どもたちが持っている力を遠慮なく発揮できるように，「ど

の子にとっても安心な学校」を創っていきます。「みんなの森合小」です。教職員，子

どもたち，地域や保護者の皆様と，力を合わせて進めていきます。 

 新型コロナウイルス感染については，感染者が少しずつ増加している傾向がありま

す。変異株「オミクロン」が，猛威を振るいそうです。「換気・検温・マスク着用・手

洗い・消毒」など，これまで行ってきた予防を継続していきます。（裏面参照） 

準備の３学期 
１ 進級・進学を意識して，見通しや希望をもった学校生活を送るようにします。 

 〇 次の学年や学校へ進むことは，今の自分や友達，先生方と「別れる」こと。別れの３学期 

２ 全職員で，次年度(令和４年度)の教育計画を作成します。 

（１）学校運営方針・指導計画・各種教育計画等を検討 

（２）今年度の実施状況，教職員や児童の評価，保護者による学校評価等を根拠に検討 

（３）次年度（令和４年度）の動向 

〇年４回実施の土曜授業の廃止（12/22市教委文書配付済）・・・平日の時数が増加。６校時の日が増加 

〇小学校教科担任制の積極的推進（文科省・県教委） 

小学校教科担任制にむけて [福島県教育委員会より] 

 

 

まとめの３学期 
１ 学びを振り返り，子ども自身が，自分の言葉で意味づけします。 

（１）教科等で身に付けた基礎基本的な学び 

〇 知識・技能，思考・判断・表現力,主体的に取り組む態度 

（２）生活科や総合的な学習の時間で発揮した探究的な学び 

  〇 身近な人・もの・ことからの「気付き」 

  〇 探究の過程「問題発見→情報収集→整理・分析→まとめ・表現」 

  〇 教科等の学びを活用（教科横断的な学び） 

（３）道徳や特別活動，他の教育活動での学び 

  〇 人と関わることで学ぶ（「自分の意見をもつ」「チャレンジする」「自

分がされて嫌なことは人にしない」など） 

２ これまでの学びを，友達や保護者の皆さんに見ていただきます。 

 〇 学年ごとに，２月末から３月始めの日程で発表の場を公開予定 

  ・「森合っ子発表会」…劇などではなく，日常の学習発表 

 

   スタート～持っている力を遠慮なく発揮～ 

心より感謝―お忙しい中，「学校評価」のご記入とご提出，ありがとうございました。お寄せいただいた

保護者の皆様のご意見を大切にして，森合小学校の教育を進めていきます。心より感謝いたします。 

・教科担任制とは，「学級担任以外の教員が教科等を専科指導すること」をいう。 

・令和４年度から，学校や地域の実態を踏まえ，各学校の創意工夫により実施する。 

・教科指導の専門性を持った教員からの授業を受けることができる。 

・学級担任以外の教員と関わることで，相談や質問がしやすくなり，幅広い人間性を育むことができる。 
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